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研究成果の概要（和文）：　世界的なグローバル化時代において、食品の安全性確保は急務の課題とされてい
る。本研究では、魚介類の食中毒菌汚染に焦点をあてて、日本の食料の供給拠点でもある東南アジアの国々で、
魚介類の生産・流通・消費に関するフィールドワークを実施した。
　東南アジアの各国（タイ、マレーシア、インドネシア、ベトナム）では、魚介類は高頻度で腸炎ビブリオ及び
その病原性株で汚染されていた。そして、それら地域での潜在的な腸炎ビブリオ食中毒の流行が懸念された。さ
らに、東南アジア各国で使用可能な魚介類の腸炎ビブリオ汚染を迅速に検出するマルチプレックスPCR法を開発
した。

研究成果の概要（英文）： In globalized age of foods, food safety is one of the most important 
issues. In this study of the food safety, I focused on foodborne pathogen in seafood. I researched 
contamination by both Vibrio parahaemolyticus and its virulent strain on seafood in Southeast Asian 
countries.
 The seafood has high frequency of the contamination by V. parahaemolyticus and its virulent strain 
in Thailand, Malaysia, Indonesia, and Vietnam. I concerned about epidemic of V. parahaemolyticus 
infection in these area. In addition, I developed multiplex PCR modified to detect both V. 
parahaemolyticus and its virulent strain.

研究分野： 食品微生物学
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１．研究開始当初の背景 
 世界規模での食のグローバル化により、日
本での食品の輸入が増加している現状にお
いて、その食品に対する安全性確保は重要な
課題である。また今日、輸入食品による健康
被害の報告も数多く報道され、消費者の大き
な関心事となっている。それ故、広く一般消
費者に対して、輸入食品を含む食品の安全性
を確保するためのシステム作りは急務の課
題と考える。 
 輸入食品の安全性に関する重要な問題と
して、食中毒があげられる。日本の食中毒統
計では、年間約 1,000 件の事例が発生し、約
20,000 人の患者が発生していると報告され
ている。しかし実際には、両者ともその 10
倍以上の数に上ると推測されており、報告事
例として食中毒統計にあがっている数字は
氷山の一角と考えられる。そして、食中毒の
多くは家庭内での食中毒と考えられ、家庭で
食される食品の安全性確保は重要である。 
 食中毒の発生要因を考えると、食品の生食
もしくは加熱不十分の状態での喫食が原因
となることが多い。日本では、古くから魚介
類の生食が盛んであったことから、これまで
数多くの魚介類媒介性食中毒に悩まされて
きたと考えられる。そして、魚介類媒介性食
中毒の代表的なものとして、腸炎ビブリオ食
中毒がある。 
腸炎ビブリオ食中毒は、腸炎ビブリオの病

原性株で汚染された魚介類を生または加熱
不十分の状態で食べることにより発症する。
この食中毒は、細菌性食中毒の中でも感染型
に分類されるため、この食中毒の潜伏時間は
喫食後、12 時間程度とされている。また、こ
の食中毒の発症菌数は、10 万菌数以上とされ
ており、その発症には、比較的多くの菌数が
必要である。この食中毒の原因となる病原性
株については、主要な病原因子として、耐熱
性溶血毒（TDH: thermostable direct 
hemolysin）と TDH 類似溶血毒（TRH: 
TDH-related hemolysin）が知られており、
それら毒素遺伝子のどちらか一方もしくは
両方を持つ株が、腸炎ビブリオの病原性株と
して認識されている。また近年では、それら
の他に、III 型分泌装置が病原性に強く関連
していると示唆されている。さらに、この食
中毒の世界的な発生状況をみてみると、1996
年頃に南アジアおよび東南アジアを起源と
した新型株（パンデミッククローン）による
世界的大流行が確認され、それはアジア地域
のみならず、北米、欧州、南米、アフリカと
世界中に拡大し、現在でもその新型株による
世界的な大流行が続いている。また、この新
型株による魚介類の汚染は、世界中で報告さ
れており、とりわけ、東南アジア地域での新
型株による魚介類の汚染は、数多く報告され
ている。 
 日本の魚介類の自給率をみてみると、カロ
リーベースで 65%程度、生産額ベースで 50%
程度となっている。したがって、自給分以外

の魚介類を輸入に依存している。そして、そ
の輸入魚介類の出所をみてみると、地理的な
条件から、東アジアおよび東南アジアのアジ
ア地域からの輸入が大部分を占めている。そ
のようなことから、それら地域での魚介類の
生産・流通・消費にわたる一連の流れについ
て、フィールドワークを通して理解すること
で、日本の食の安全安心の確立に貢献するこ
とができる。 
 
 
２．研究の目的 
日本の食の安全安心を確保するために、ミ

クロな細菌学的な視点に加えて、マクロなグ
ローバル化した世界での食品の移動を考え
て、食品による健康被害の防止を目指して研
究に取り組んだ。 
具体的には、食品の中でも生食の機会の多

い魚介類に着目し、魚介類媒介性の細菌性食
中毒に焦点をあてた。また、魚介類の安全性
を確保するためには、国内で生産される魚介
類の安全性を担保するだけでは不十分であ
り、衛生環境の未整備な東南アジア地域から
輸入される魚介類の安全性確保が重要な課
題である。したがって、それら地域でのフィ
ールドワークを通して、地域の食品衛生の知
見を蓄積し、それらを基に科学的な知見（病
原性株による魚介類汚染や魚介類を汚染す
る病原性株の迅速な検出法の開発）を加えて、
より現実社会に適した内容での魚介類の安
全性確保のシステムの確立を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 日本の輸入魚介類の主な出所である東南
アジア各国（タイ、ベトナム、インドネシア、
マレーシア）において、生食の機会の多い魚
介類（二枚貝類を含む）について、その生産
（加工）・流通・消費に焦点をあててフィー
ルド調査を実施した。また、魚介類の腸炎ビ
ブリオ病原性株による汚染を迅速・簡便・高
感度に検出する遺伝子検査法の開発に取り
組んだ。 
 
（1）タイにおけるフィールド調査 
 東南アジアのタイでは、近年、魚介類の生
産および消費が増えていることから、タイ国
統計局などでそれらに関する統計資料を調
査し、フィールド調査に役立てることとした。
そしてそれら情報に基づき、タイ沿岸域にお
ける魚介類の生産・流通・消費の各段階での
調査を実施し、食品衛生学的な視点での問題
点を検討した。また、それら地域で生産され
る魚介類について、細菌学的な検査をおこな
い、魚介類の腸炎ビブリオおよびその病原性
株による汚染実態を調べた。 
 
（2）マレーシアにおけるフィールド調査 
 マレー半島とボルネオ島からなるマレー
シアでは、クアラルンプール近郊のセランゴ



ー地域に焦点を絞り、その地域での魚介類の
生産状況を把握し、さらにその地域で売られ
ている魚介類の腸炎ビブリオおよびその病
原性株による汚染実態を調べた。 
 
（3）インドネシアにおけるフィールド調査 
 約 2万の島々から形成されるインドネシア
は、多民族国家であり、さらに広大な国土を
有することから、地域ごとの食習慣および食
文化は多様化している。インドネシアの代表
的な都市（スマトラ島の地方都市であるパダ
ン、リアウ諸島の経済都市のバタム、首都の
ジャカルタ）において、魚介類の腸炎ビブリ
オおよびその病原性株による汚染実態を調
べた。 
 
（4）ベトナムにおけるフィールド調査 
 南北に長い海岸線を有するベトナムでは、
経済の改革開放路線であるドイモイ政策以
降、目覚ましい経済発展を遂げており、それ
に伴い魚介類の生産、消費、さらに輸出は盛
んになっている。ベトナムの首都であるハノ
イにおいて、魚介類の腸炎ビブリオおよびそ
の病原性株による汚染実態を調査した。 
 
（5）魚介類検査に使用するための腸炎ビブ
リオおよびその病原性株を迅速・簡便・高感
度に検出する方法の開発 
 これまで、腸炎ビブリオおよびその病原性
株に対する遺伝子検査法では、腸炎ビブリオ
の菌種を同定するVP-toxR遺伝子検査法、tdh
遺伝子検査法および trh遺伝子検査法が使用
されている。また近年、それら遺伝子をまと
めて検出するためのマルチプレックスPCR法
が開発されているが、それらは主に、下痢症
患者から腸炎ビブリオ食中毒を確認するこ
とを想定しているため、食品および魚介類か
らの腸炎ビブリオおよびその病原性株の検
出に対しては、検出感度において問題があっ
た。そこで今回は、既報の腸炎ビブリオおよ
びその病原性株を同時に検出するマルチプ
レックスPCR法のさらなる改良に取り組んだ。 
 
 
４．研究成果 
（1）タイにおける魚介類の腸炎ビブリオお
よびその病原性株の実態調査 
 タイ国での統計資料の収集および解析か
ら、近年、魚介類の中でも、特に二枚貝類（食
用の3種類）の養殖および生産が盛んであり、
1990 年代後半から 2000 年にかけて、その生
産量は 5～10倍程度にまで急増していた。ま
たフィールドでの聞き取り調査から、その増
加と比例して、腸炎ビブリオ食中毒の発生が
増加しているということであった。しかし、
タイでは腸炎ビブリオ食中毒患者の発生状
況は正確に把握されていないことから、その
関連をさらに詳しく調べるまでには至らな
かった。 
 また、タイ全域で生産される二枚貝類の腸

炎ビブリオおよびその病原性株による汚染
調査をおこなったところ、タイ湾に面した地
域で生産される二枚貝類の方が、アンダマン
海に面した地域で生産されるものよりも汚
染率が高いことが分かった。そのタイ湾に面
した地域では大量の二枚貝類が養殖および
生産され、それらはタイ全土のみならず周辺
の国にも出荷されているということであっ
た。したがって、それら地域で高頻度に腸炎
ビブリオおよびその病原性株で汚染された
二枚貝類が周辺地域に移動することにより、
それら地域でも腸炎ビブリオ食中毒が流行
していると考えられた。 
 
（2）マレーシアにおける魚介類の腸炎ビブ
リオおよびその病原性株の実態調査 
 マレーシアでは、セランゴー周辺の卸売市
場にて魚介類を入手し、それらの腸炎ビブリ
オおよびその病原性株による汚染を調べた。
そこでは、二枚貝類のみならず、魚類、エビ
類でも腸炎ビブリオ汚染が確認されたが、二
枚貝類での汚染が最も高かった。また、病原
性株による汚染は、二枚貝類のみで確認され
た。このことからも、タイと国境を接するこ
の地域で生産される二枚貝類も腸炎ビブリ
オの汚染率が高く、タイからマレーシアの国
境を越えた腸炎ビブリオ汚染の拡大が懸念
された。 
 
（3）インドネシアにおける魚介類の腸炎ビ
ブリオおよびその病原性株の実態調査 
 インドネシアでは、すべての地域で魚介類
の腸炎ビブリオ汚染が確認されたが、都市部
のジャカルタ周辺では、さらにその病原性株
による汚染が確認された。ジャカルタは首都
であり、魚介類の一大消費地になっている。
また、インドネシア国内から魚介類が集まる
地点でもあるため、その汚染頻度は高くなる
傾向にあると考えられた。 
 
（4）ベトナムにおける魚介類の腸炎ビブリ
オおよびその病原性株の実態調査 
 ベトナムでは、これまでの調査で腸炎ビブ
リオ食中毒患者の発生が確認されている。そ
こで、その地域での魚介類の腸炎ビブリオお
よびその病原性株による汚染調査を実施し
た。首都ハノイの一般的な卸売市場で魚介類
を入手して調べたところ、すべての種類の魚
介類（魚類、エビ類、イカ類、カニ類、二枚
貝類）で腸炎ビブリオ汚染が確認された。し
かし、病原性株による汚染は二枚貝類でのみ
高頻度で確認された。それらのことから、ベ
トナムでは比較的高頻度に魚介類が腸炎ビ
ブリオで汚染されており、その中でも特に、
二枚貝類については、腸炎ビブリオおよびそ
の病原性株による汚染頻度が高く、二枚貝類
は腸炎ビブリオ食中毒に対して、リスクの高
い食品であることが分かった。一方で、その
地域では腸炎ビブリオ食中毒患者の発生は
正確に確認されておらず、統計資料も整備さ



れていないことから、その地域では潜在的に
腸炎ビブリオ食中毒が発生していると考え
られた。 
 
（5）腸炎ビブリオおよびその病原性株を検
出するためのマルチプレックスPCR法の開発 
 腸炎ビブリオおよびその病原性株を同時
に検出するマルチプレックスPCR法について、
既報の 3 法について、検出感度を比較した。
その中で、腸炎ビブリオの菌種同定および
tdh 遺伝子さらに trh 遺伝子の検出の感度が
最も良かった方法について、さらに反応条件
の検討を行い、食品の腸炎ビブリオおよびそ
の病原性株による汚染を検出するのに最適
な条件を決定した。現在、その方法を用いて、
実際に国内での汚染検査を実施すると同時
に、東南アジア各国で実施し、その有用性を
確認している。 
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